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Abstract  More than 20 years have passed since the establishment of the J League. The J 
League has grown while going through repeated trial and error episodes, maintaining 
throughout the common terms “sociality,” “commonality,” and “public benefit.” This 
type of growth of a professional sport is a pattern that has not been seen before in 
Japan. Previously, sports did not seek commonality and public benefit. What they 
sought was sociality. This could be said to be symbolized by the way the scandals of 
famous athletes and school athletic clubs are taken up as public incidents. Sports 
reach their conclusion between competitors, competing groups, schools, and some 
companies. However, new values come into being with each generation. There is a 
relationship between the region and a sport. It was the J League that raised that 
problem. This study looks at how the J League has grown this far, and also discusses 
in detail the history of the growth of the J League in terms of searching for the reason 
for its growth.  
                     
 
１．はじめに 




当時は 10 クラブから始まり、昨年の 2013 年の時点では
同リーグ内の DIVISION１（略称：J１）が 18 クラブと
DIVISION２（略称：J2）が 22 クラブ合わせて 40 クラブ、
2014 年からは J３リーグの 11 クラブが加わり 51 クラブ
となり、次頁表２からもわかるように発足当時 20 年の間
に約 5 倍の拡大をしたことになる。 
ここまでに至る J リーグの道は決して平坦ではなかっ
た。今から 20 年前の 1993 年は経済的にバブルがはじけ
て、デフレ時代の始まりと言える。一例として、2000 年
から 2010 年の約 10 年間に J リーグのクラブの 1 つであ
る川崎フロンターレは、J2 降格も、J1 復帰も経験してい
る。本研究は、このような川崎フロンターレの経緯もふ
まえて、20 年経った J リーグは必然的に今後も拡大して 
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いくものと仮定することによって、J リーグと J クラブ
が単なる興行として、またサッカーという一競技だけに
とどまらない枠組みを作りだしていることを確認するこ
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1993 年 10 
J リーグ 
3,235,750 
1994 年 12 5,173,817 
1995 年 14 6,159,691 
1996 年 16 3,204,807 
1997 年 17 2,755,698 
1998 年 18 3,666,496 
 J1 J2 
1999 年 26 16 10 3,625,222 
2000 年 27 16 11 3,996,373 
2001 年 28 16 12 5,477,137 
2002 年 28 16 12 5,734,607 
2003 年 28 16 12 6,248,414 
2004 年 28 16 12 6,455,867 
2005 年 30 18 12 7,717,573 
2006 年 31 18 13 7,596,056 
2007 年 31 18 13 7,868,624 
2008 年 33 18 15 8,103,435 
2009 年 36 18 18 8,713,123 
2010 年 37 18 19 7,928,976 
2011 年 38 18 20 7,274,477 
2012 年 40 18 22 8,057,181 
2013 年 40 18 22 8,350,228 
 J1 J2 J3 
2014 年 51 18 22 11※    ？ 
表 2 J リーグのクラブ数の変遷と年間入場者数 
※J リーグ各資料より独自作成 





















表 3 プロ野球と J リーグの標語の違い（独自作成） 

































































表 2 からも分かるように 1993 年から 1995 年の 3 年間に
総入場数は 2 倍近くなっている。これは、1995 年まで総
当たり 4回戦で行い、1993年で総試合数 180、1994年 264、




この年の 6 月に 2002 年ワールドカップ（以下 W 杯）
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序章にすぎなかった。1998 年 6 月フランス W 杯が開催
され日本代表は惨敗であった。日本のサッカーあらため































































同時に 5 年後を目途に J クラブ全部の経営状況を公開す
ることも決めた。そして実際に 2005 年度から各 J クラブ








2002 年になりアジアにおいて最初の W 杯が日韓共催で
開催された。これには世界中が日韓に注目する以外にサ
ッカーとしての多くの魅力を秘めていた。それは 10 の試
合会場となる都市とは別に W 杯に出場する 32 カ国中、













                                                              
 














表 4：2002 日韓ワールドカップ 日本国内 10 会場 
※（独自作成） 
国内のキャンプ地となった自治体は W 杯終了後に、J ク
ラブまたは J クラブを目指すためのクラブチームが生ま
れている。今年から始まる J3 リーグでは藤枝が加盟し、
2011 年鳥取、2010 年松本、2009 年富山、2008 年熊本と




本研究では J リーグ及び J クラブには社会性は当然とし
て、さらに公共性と公益性を担っている経過について論
じてきた。また、2002 年日韓 W 杯によって地方自治体
がサッカーの魅力を理解し、各地に J クラブが生まれた
こと。社団法人 日本プロサッカーリーグ（J リーグ）


















徐々に伸び、今では一試合で 4 万人を越えることもあり、 
グループ 国名 キャンプ地（都道府県） 
A フランス 指宿市（鹿児島県） 
A セネガル 藤枝市（静岡県） 
A デンマーク 和歌山市（和歌山県） 
A ウルグアイ 裾野市・御殿場市（静岡県）
B スロベニア 美作町（岡山県） 
B 南アフリカ 上野市（三重県） 
B パラグアイ 松本市（長野県） 
C コスタリカ 鈴鹿市（三重県） 
E ドイツ 宮崎市（宮崎県） 
E サウジアラビア調布市（東京都） 
E アイルランド 出雲市（島根県） 
千葉市（千葉県） 
E カメルーン 中津江村（大分県） 
富士吉田市・河口湖町（山梨県）
F アルゼンチン 広野町・楢葉町（福島県） 
F ナイジェリア 平塚市（神奈川県） 
F イングランド 津名町（兵庫県） 
F スウェーデン 宮崎市（宮崎県） 
G イタリア 仙台市（宮城県） 
G クロアチア 十日町市（新潟県） 
富山市（富山県） 
G エクアドル 鳥取市（鳥取県） 
G メキシコ 福井県・三国町（福井県） 
H 日本 磐田市（静岡県） 
H ロシア 清水市（静岡県） 
H ベルギー 熊本市・大津町（熊本県） 
H チュニジア 橿原市（奈良県） 
佐伯市（大分県） 













2011 年 3 月 11 日 東日本大震災が起こった。J リーグ
と J クラブは震災後活動を行っている。2012 年 6 月に J
リーグから「東日本大震災関連活動調査報告書」18)が発
147
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表されている。2011 年 3 月 11 日～2011 年 12 月 31 日を
対象期間として、このシーズンに当時 38 クラブの震災復
興活動が数字として出ている。総活動数 1,856 回、募金
活動、チャリティ活動、義援金の総額は約 8 億 800 万円。
大した活動数でも金額ではないかもしれないが、各種の
活動は現在も継続している。この活動には多くのボラン
ティアとサポーターも参加している。J リーグと J クラ
ブでは社会貢献は当たり前のこととなっており、それは
共感を呼び、ソーシャルビジネスとして拡大につながっ
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12) J リーグニュース NO．60 2000、1 
13) 川淵三郎「J」の履歴書ｐ263：日本経済新聞社、2009 







18) 公益社団法人日本プロサッカーリーグ（J リーグ） 
発表「東日本大震災関連活動調査」、2012、6 
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